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青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
と
り
く
む 

タンクのある場合 タンクのない場合 

給水管 給水管 

直結の蛇口 

　
鉛
が
水
道
水
に
溶
け
出
す
。
そ
れ

は
家
庭
の
給
水
管
に
鉛
管
が
使
用
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 　

日
本
の
水

道
水
質
基
準

は
大
人
が
２

㍑
、乳
児
が
0

・
75
㍑
の
水
を

毎
日
飲
ん
で

も
血
中
濃
度

が
健
康
に
影

響
す
る
レ
ベ

ル
を
超
え
な

い
よ
う
に
設

定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
で
も
、
鉛

は
蓄
積
性
が

あ
る
た
め
、

摂
取
量
は
少
な
い
ほ
ど
よ
い
の
で
す
。 

　
朝
一
番
や
旅
行
な
ど
で
長
い
間
留

守
に
し
た
と
き
な
ど
は
、
蛇
口
か
ら

出
る
最
初
の
水
は
、
家
庭
の
給
水
管

に
長
時
間
水
が
溜
ま
っ
た
ま
ま
の
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
水
は
給
水
管
に
鉛
管

が
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で
は
鉛

が
溶
け
出
し
た
り
、
ま
た
消
毒
の
た

め
の
残
留
塩
素
が
な
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
通
常
に
使
用
す
る
に
は
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
朝
一
番
な
ど
、
し
ば
ら

く
水
道
を
使
用
し
な
か
っ
た
と
き
は
、

念
の
た
め
直
結
の
蛇
口
か
ら
バ
ケ
ツ

一
杯
程
度
（
約
５
㍑
）
の
最
初
の
水

を
お
取
り
に
な
り
、
飲
み
水
以
外
の

用
途
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

        

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
お
よ
び

市
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
こ
れ
ま
で
２
階
建
て
ま
で
の

建
築
物
に
適
用
さ
れ
て
い
た
直
結
直

圧
給
水
を
、
水
道
施
設
の
整
備
完
了

に
伴
い
３
階
建
築
物
ま
で
範
囲
拡
大

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
高
台
地
域
等
で
は
該
当
し
な
い
地

域
も
あ
り
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
局
配

水
課
　
1
８
３
２-

４
１
７
４
 

　
「
子
ど
も
は
、
社
会
を
映
す
鏡
」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
子
ど

も
た
ち
に
、
非
行
や
犯
罪
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
り
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
学
校
が
週
休
２
日
と
休
み
が
多
く

な
っ
た
分
、
子
ど
も
た
ち
が
問
題
行

動
に
は
し
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
を
犯
罪
や
非
行
か
ら
守

る
た
め
に
、
大
人
は
子
ど
も
の
行
動

に
関
心
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
21
世
紀
を
む
か
え
た
本
市
で
は

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
で

守
り
育
て
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
青

少
年
健
全
育
成
を
最
も
重
要
な
取
り

組
み
と
し
ま
し
た
。 

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
子
ど
も
た
ち
と

接
す
る
機
会
を
作
り
、
呼
び
か
け
て

く
だ
さ
い
。 

○
身
近
な
子
ど
も
た
ち
に
「
お
は
よ

う
」
、
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
積
極
的

に
声
を
か
け
、
顔
見
知
り
に
な
り
ま

し
ょ
う
。 

○
地
域
の
子
ど
も
を
、
住
民
み
ん
な

で
育
て
、
子
ど
も
会
な
ど
の
青
少
年

活
動
や
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

○
学
校
教
育
活
動
を
支
え
、
P
T
A

活
動
や
青
年
会
、
婦
人
会
、
自
治
会

活
動
な
ど
の
地
域
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
自
治
会
の
な
い
と
こ
ろ
で

は
、
そ
の
結
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 
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１.募集する住宅（78戸）  
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壷
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狭
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２.申込用紙の配布場所及び配布期間  
　建設港湾部住宅管理課（市役所５階） 
　７月２日（月）～６日（金） 

３.受付場所及び期間  
　久茂地公民館１階ロビー 
　７月１１日（水）～１３日（金） 
　午前９時～１１時３０分 
　午後１時～４時３０分 
 
 

４.選考方法  
　公開抽選（１次抽選、２次抽選）により 
　決定。母子家庭等については、第１次 
　抽選を免除。 

５.入居資格 
　那覇市に住民登録しているか又は那 
　覇市内に勤務している方 
 

お問い合わせ先　住宅管理課　1８６２ー９０３１ お問い合わせ先　住宅管理課　1８６２ー９０３１ 

１ 児童扶養手当・特別児童扶養手当の「定時届」 

こども課から手当等の受給者のみなさんへ こども課から手当等の受給者のみなさんへ 

　児童扶養手当を受けている方は「現況届」を、特別児童 
扶養手当を受けている方は「所得状況届」を毎年提出して 
いただくことになっています。この届けは、受給資格を確 
認するための大切なものです。提出がない場合は、8月分 
以降の手当が支給できません。 

　◇提出期間　８月１３日（月）～９月１０日（月）まで。 

２ 母子及び父子家庭等医療費助成の「現況届」 
　医療費助成を受けている方は、毎年「現況届」を提出す 

ることになっています。この届けは、受給資格を確認する 

ためのもので、提出期間は次のとおりです。 

　◇児童扶養手当の受給者の方は、 

　　　８月１３日（月）～９月１０日（月）まで。 

　◇児童扶養手当受給者以外の方は、 

　　　７月２日（月）～７月３１日（火）まで。 
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　児童扶養手当、母子・父子医療費助成の新受給者を 
対象に、各種制度についての説明会を開催します。 

と　き　　７月１２日（木）午後２時～４時まで  
ところ　　那覇市総合福祉センター2階大会議室 
　　　　　（駐車スペース無し)

４ 新母子家庭等支援業務説明会の開催について 

３ 母子家庭宿泊旅費支給（先着順、所得制限あり） 
　母親が職に就いている母子家庭で、幼稚園から義務教 
育終了前の児童のいる家庭を対象に、夏休み期間中の宿 
泊旅費の一部を支給します。宿泊施設の予約をした後、 
こども課の窓口にお申し込みください。なお、銀行支払 
窓口との関係上、午後２時３０分までにはお越しください。  

　必要書類　◇印鑑と◇児童扶養手当証書か年金証書を 

　　　　　　　持参してください。 

　支給額は、母親３，０００円  児童1人につき２，７００円 

　　　　　　支給は夏休み期間中。 

 

　
市
民
へ
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
め
た
め
、
去
る
５
月
31
日
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。  

　
今
回
は
平
成
14
年
７
月
の
取
得

を
め
ど
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
最
前
線

の
市
民
課
窓
口
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

認
証
取
得
を
め
ざ

し
ま
す
。  

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
は
、

国
際
標
準
化
機
構

と
い
う
国
際
規
格

に
関
す
る
国
際
機

関
で
物
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
品
質
保

証
が
顧
客
側
か
ら

み
た
信
頼
性
の
要

求
規
格
で
す
。 

　
本
部
は
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

あ
り
、
現
在
１
０
０
ケ
国
以
上
の

国
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
本
市
が
取
得
す
る
の
は
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
の
20
の
品
質
シ
ス
テ

ム
の
要
求
事
項
で
、
認
定
取
得
す

る
と
、
ベ
テ
ラ
ン
や
新
人
、
個
人

的
な
能
力
や
対
応
に
差
が
あ
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
「
ど
の
職
員
が
対
応

し
て
も
同
じ
水
準
」
で
、
い
つ
で

も
市
民
に
提
供
で
き
る
、
そ
し
て

同
時
に
古
い
お
役
所
的
な
体
質
を

改
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
導
入
し
て

い
る
市
町
村
は
全
国
で
も
少
く
、

内
容
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
数
で

す
。
そ
こ
で
、
問
題
意
識
を
も
ち
、

認
証
取
得
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
「
ホ
ン
ト
に
か
わ
る
の

那
覇
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
！
？

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得
で
！

？
」
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
は
日
本
品
質
保
証
機
構

（
Ｊ
Ｑ
Ａ
）技
術
顧
問
の
天
野
烝
治

さ
ん
。 

　
天
野
さ
ん
は
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１
は
、
均
一
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
職
員
全
員
を

同
一
レ
ベ
ル
ま
で
持
っ
て
い
く
シ

ス
テ
ム
で
す
。
何
か
問
題
が
起
き

た
ら
、
個
人
が
悪
い
の
で
は
な
く

シ
ス
テ
ム
が
悪
い
」
と
話
し
「
教

育
訓
練
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

「ISO9001の導入は、行政サービスの質を安定させる 
　こと」と話す天野さん。 

ISO9001の認証取得へむけキックオフ宣言した市民課窓口。 

環境シリーズ○ 10
　
市
は
望
ま
し
い
環
境
像
『
人
・

自
然
・
地
球
に
や
さ
し
い
環
境

共
生
都
市
な
は
』
を
実
現
す
る

た
め
、
次
の
５
つ
の
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。 

①
市
民
の
健
康
を
守
り
公
害
の

少
な
い
す
が
す
が
し
い
ま
ち
②

快
適
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
住
み

よ
い
ま
ち
③
身
近
な
自
然
を
大

切
に
し
、
育
み
、
親
し
む
ま
ち

④
個
性
豊
か
な
文
化
と
ふ
れ
あ

う
ま
ち
⑤
環
境
負
荷
の
少
な
い

地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
。 

　
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

の
行
動
計
画
（
市
民
編
・
事
業

者
編
・
行
政
編
）
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
策
定
に

参
加
し
た
、
市
民
の
と
り
く
み

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

Ｑ
・
家
庭
で
は
ど
ん
な
工
夫
を

し
て
い
ま
す
か
？ 

Ａ
・
「
牛
乳
パ
ッ
ク
は
広
げ
て

ま
な
板
に
、
ト
レ
イ
は
食
器
に

再
利
用
」・「
生
ご
み
は
処
理
機

２
台
を
交
互
に
使
い
、
７
年
間

全
く
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
ま

せ
ん
」・「
チ
ラ
シ

な
ど
裏
白
は
メ
モ

帳
や
子
ど
も
の
お

絵
か
き
に
使
っ
て

い
ま
す
」・「
ベ
ラ

ン
ダ
に
自
家
製
ビ

オ
ト
ー
プ
（
生
物

が
く
ら
す
ひ
と
ま

と
ま
り
の
空
間
）

を
作
成
中
で
す
が
、

水
性
生
物
と
琉
球

メ
ダ
カ
が
手
に
入

り
ま
せ
ん
。
ご
存

じ
の
方
は
教
え
て

下
さ
い
」（
※
情
報
が
あ
れ
ば
環

境
保
全
課
に
ご
連
絡
下
さ
い
）・

「
お
風
呂
で
使
っ
た
水
を
洗
濯
、

清
掃
、
ト
イ
レ
に
使
用
し
て
い

ま
す
」・・・
な
ど
で
す
。 

　
そ
の
ほ
か
、
み
な
さ
ん
が
思

い
つ
い
た
環
境
に
や
さ
し
い
工

夫
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
お
寄
せ
下

さ
い
。
行
動
計
画
の
地
域
説
明

会
の
受
付
、
普
及
版
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
環
境
保
全
課 

　
　 

８
６
２-

９
１
９
９
ま
で

 

－環境保全行動計画＜市民編＞－ 

米のとぎ汁を活用しましょう。 
・植木へまく水に　　・料理や食器洗いに 

※
那
覇
市
の
鉛
管 

　
取
替
進
捗
状
況
　
54
・
４
％ 

　
　
　（
全
国
平
均 

30
・
３
％
） 


